




















はじめに 

 未熟児・新生児の医療の場において,感染症に対する問題は古くから取り挙げられ,特に

未熟児養護の三大原則の一つとして,種々の対策が立てられてきた。しかし医療の進歩した

今日においても,尚,多くの残された問題がある。超・極小未熟児を中心として重篤な病態

にある児の予後は,intensive care が行われる様になり大きく改善をみているのは事実で

ある。しかし,出生後初期の呼吸・循環管理を適切に行い急性期を切り抜けても,その後,

継続しなければならない careの間に,'合併せる感染により失う例も少なくない。ここに重

症児の intensive care を行う NICU の感染予防対策が重要視される。NICU における感染予

防には多方面からの対策が必要である。施設面,設備面,また医療に従事する者の感染に対

する関心度と実際の行い等々,枚挙すれば限りがない。いずれの NICU においても,それぞれ

の方法が工夫され実施されているのが現状であり,我々の NICUにおいても様々な工夫を行

っている。そこで,本研究においては,NICUの主として施設・設備の面からの対策について,

現状を基にして今後いかになすべきかについて継続した研究を進めていきたい。 


